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鹿児島でいきいきと働いています ～このまちで働く良さを知ろう～

市
民
と

　
　

    

と
も
に

若
者
た
ち
が
育
む
国
際
交
流

　

今
年
も
、
12
回
目
を
迎
え
る「
か
ご
し
ま
ア
ジ
ア

青
少
年
芸
術
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
の
国
や
地
域
と
本
市
の
青
少
年
が
一
堂
に

集
い
、
毎
年
、
伝
統
音
楽
や
舞
踊
、
吹
奏
楽
な
ど
、

多
彩
で
若
さ
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
ま

す
。
言
葉
や
文
化
が
異
な
る
参
加
者
同
士
が
、
演
奏

や
踊
り
を
通
し
て
お
互
い
を
認
め
合
い
、
笑
顔
で
交

流
を
深
め
る
光
景
に
、
明
る
い
未
来
を
感
じ
、
心
温

ま
る
思
い
が
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
交
流
を
支
え
る
の
が
、
中
学
生
か
ら

社
会
人
ま
で
、
１
０
０
人
を
超
え
る
青
少
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
ア
ジ
ア
の
若
者
た
ち
に
最

高
の
舞
台
を
提
供
し
よ
う
と
、
数
か
月
か
け
て
準
備

し
ま
す
。
芸
術
祭
当
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
内
外
の
あ
ち

こ
ち
で
、
さ
っ
そ
う
と
海
外
の
若
者
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
姿
が
見
受
け
ら
れ
、
い
つ
も
頼
も
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
開
け
ば
、
地
球
の
反
対
側
の
人
と

も
、
互
い
に
顔
を
見
な
が
ら
話
せ
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
異
な
る
歴
史
や
文
化
、
価
値
観
を
持
つ
人
々

と
接
す
る
機
会
が
増
え
て
い
く
ほ
ど
、
直
接
相
手
と

触
れ
合
っ
て
相
互
の
理
解
を
深
め
、
信
頼
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
芸
術
祭
も
、
若
者
た
ち
の
間
に
新
た
な
友

情
が
芽
生
え
、
国
境
を
越
え
た
友
好
の
輪
が
よ
り
一

層
広
が
る
舞
台
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

中小企業ならではの良さがある
堂下 やよいさん
東京都出身。結婚を機に鹿児島へ。出産・子育てを経て
現在の会社に就職し、主に総務や人事などを担当。

農業って〝クリエイティブ〞
坂本 純

よしたか
崇さん

大阪府出身。アパレル関係で上海や東京で勤務。31歳のと
き鹿児島に転居し、流通関係の会社勤務を経て今に至る。

海外のエネルギーを感じて働く
山田 早

さ ほ
穂さん

鹿児島市出身。短大卒業後、自動車メーカー勤務を経て
家業を継ぐために現在の仕事に就き、経理などを担当。

「成長」と「やりがい」があふれる介護職
宮原 寛幸さん
鹿児島市出身。飲食業を経験した後、介護の道へ。現
在は老人ホームで介護福祉士として勤務。

　私が鹿児島に来た約30年前は共働きの世帯は
少なかったです。小さい子どもを預けて働くこ

とに不安もありましたが、夫の両親が近くに住んでいたので心
強かったです。
　最近では子育て環境も充実して女性が働きやすくなったと思
います。また、以前は「管理職は男性、部下（パート）は女性」が
一般的でしたが、男女関係なく適材適所に配置される、女性の
管理職が増えるなど、「女性が活躍できる社会」にもなってきて
いるのではないでしょうか。
　中小企業は社員のパーソナルな部分を「見え
る化」しやすく、有給や育児・介護休暇を取ると
きなどはお互いにカバーし合える「働きやすさ」
があります。また、社員同士が企画を出し合い、
会社に対して提案するといったやりがいも中小
企業ならではの良さだと思います。

　農業を始めたのは、以前勤めていた会社で取
引先のレストランのシェフから勧められたこと

がきっかけでした。33歳で農家に転身し、今は主にレストラン
などに卸すニンジンやタマネギのほか、ズッキーニやアーティ
チョークというイタリア野菜を栽培しています。
　農業を始めて考え方も変わりました。想像以上にクリエイ
ティブな仕事だと気付かされたんです。日々、自然を相手に試行
錯誤が必要なことはもちろん、過去に培った
スキルを生かしてパッケージのデザインも手
掛けています。流通面ではマーケットを自分
で開拓するという選択肢もありますし、やっ
たらやっただけ返ってくるやりがいのある仕
事だと感じます。まだ就農して短いですが、
“農業はきつい”というイメージを覆していき
たいですね。

　食材や水、空気、温泉など美容に良いものが
そろった〝鹿児島ならでは″を生かして外側から
も内側からも“健康で美しくなるライフスタイルと美容法”のご
提案をしています。
　私たちは、香港や台湾などアジアにも販路を拡大しており、
アジア各地への直行便がある鹿児島はとても便利です。海外で
仕事をしていると、その国のエネルギーや勢いを直接肌で感じ
ることができ、「私たちも頑張ろう！」と刺激をいただいていま
す。
　ただ商品を売るだけでなく、美容を通し
て海外の人たちに鹿児島の良さも伝えてい
るので、ぜひ訪問していただきたいですね。
　鹿児島は子育てもしやすいまちだと思う
ので、これから結婚して子どもを産んでも
このまちで働き続けたいと思います。

　もともと人と接することが好きで、学生の頃
から接客業に就きたいと考えていました。
　10年間飲食店に勤務しましたが「もっと深く人と接する仕事
をしたい」と思い、職業訓練で資格を取って現在の仕事に就きま
した。
　老人ホームでは、高齢者の生活のお手伝いをしています。初
めはうまく接することができない人とも、職員同士で話し合い
ながら少しずつ関係性を深めていけるように努めています。心
を開いてもらえたときはとてもうれしくなりますね。
　介護職は大変なこともありますが、それは
どの職業にもいえること。これから就職する
若い人たちには長い目で見て、キャリアアッ
プもできて、「人のためになる」というやりが
いがあるこの職業を選んでもらえたらうれし
いですね。


